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一 般 質 問 一 般 質 問

０
人
が
後
見
ニ
ー
ズ
と
な

り
、
そ
の
う
ち
市
民
後
見
人

を
必
要
と
す
る
の
は
約
１
０

０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て

地
域
ケ
ア
会
議
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
虐
待
防
止
を

目
的
と
し
た
権
利
擁
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
が
必
要
。
対

応
は
。地

域
ケ
ア
会
議
や
虐
待

防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
成
年

後
見
制
度
の
専
門
家
な
ど
を

交
え
た
会
合
を
持
つ
こ
と
は

重
要
。
体
制
整
備
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。

第
６
期
介
護
保
険
計
画

作
成
に
あ
た
っ
て

平
成
27
年
度
以
降
に
介

護
保
険
給
付
か
ら
外
れ
る
要

支
援
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
質
と
量
を
落
と
さ

な
い
対
策
を
。

第
６
期
介
護
保
険
計
画

の
中
で
事
業
を
決
め
、
要
支

援
者
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

暮
ら
し
を
支
え
る 

　
　
　
　

…
福
祉

人
が
行
き
交
う
ま
ち
へ 

　
　
　

…
交
通

教
育
技
法
﹂
を
、
市
内
の
全

中
学
校
を
対
象
に
実
施
し
た

い
。ま
た
、歩
行
者
と
自
転
車
、

自
動
車
が
分
離
し
て
走
行
す

る
た
め
の
幹
線
道
路
網
の
交

通
体
系
や
、
道
路
構
造
の
現

状
を
調
査
す
る
総
合
交
通
体

系
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
て
整
備
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
が
自
転
車

事
故
の
被
害
者
や
加
害
者
に

な
ら
な
い
よ
う
、
自
転
車
交

通
安
全
教
育
の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

小
中
学
校
で
は
、
安
全

教
育
を
教
育
課
程
に
位
置
づ

け
、
指
導
計
画
に
従
っ
た
安

全
指
導
を
計
画
的
・
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
内

容
を
見
直
し
、
保
護
者
や
地

域
と
連
携
し
た
自
転
車
事
故

防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
を

働
き
か
け
て
い
く
。

さ
ぎ
の
森
小
学
校
前
の

交
差
点
改
良
を

︵
仮
称
︶
ら
ら
ぽ
ー
と

富
士
見
の
開
業
に
よ
り
、
通

過
車
両
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
さ
ぎ
の
森
小
学
校
前

の
交
差
点
改
良
の
考
え
は
。

今
後
、
交
通
体
系
調
査

の
実
施
や
関
係
機
関
と
の

協
議
を
検
討
す
る
。

花
ノ
木
中
学
校
前
交
差

点
の
渋
滞
解
消
は

花
ノ
木
中
学
校
前
の
交

差
点
改
良
と
、
時
差
式
信
号

機
で
右
折
車
に
よ
る
渋
滞

が
解
消
で
き
る
の
で
は
と

提
言
し
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は
。

信
号
機
の
設
置
及
び
改

良
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
交

通
量
の
調
査
が
必
要
に
な

り
、
延
べ
24
人
の
職
員
で
交

通
量
調
査
を
行
い
、
県
警
に

要
望
書
を
提
出
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
解
消
に
努
力

す
る
。

上
沢
勝
瀬
通
り
線
の
整

備
平
成
26
年
度
の
事
業
の

取
り
組
み
は
。

北
側
の
用
地
取
得
の
交

渉
や
都
市
計
画
道
路
の
県

道
ふ
じ
み
野
朝
霞
線
ま
で

の
区
間
の
地
権
者
へ
の
事

業
概
要
の
説
明
と
意
向
確

認
を
行
い
、
県
等
と
道
路
整

備
に
向
け
て
の
合
意
形
成

を
進
め
る
。

上
福
岡
浄
水
場
周
辺
の

歩
道
整
備

上
ノ
原
信
号
交
差
点
か

健
康
寿
命
の
延
伸
の
　

施
策
は

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
は
。

地
域
と
密
着
し
た
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
市
民
や
関
係

団
体
な
ど
の
協
力
を
得
て
健

康
増
進
事
業
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
対
策

　

孤
独
死
等
の
防
止
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
促
進
を

し
て
は
。

加
入
者
の
減
少
は
趣
味

の
多
様
化
や
就
労
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
昨
年
9
月
か

ら
、
市
で
は
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
で
は
、
在
宅
福
祉

を
支
え
る
友
愛
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。
孤
独
死
や
孤
立

化
を
防
ぐ
意
味
か
ら
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
推
進
し
会
員
の

増
加
に
も
努
め
る
。

鶴
ケ
岡
周
辺
の
交
通
安

全
対
策

し
ま
む
ら
大
井
店
、
く

ら
寿
司
埼
玉
大
井
店
、
東
上

セ
レ
モ
ニ
ー
交
差
点
へ
の

歩
行
者
用
の
信
号
機
の
設

置
の
進
捗
は
。

１
月
31
日
付
け
で
東
入

間
警
察
署
へ
要
望
済
み
で

あ
る
。

北
野
、
大
原
、
上
福
岡

の
交
通
安
全
対
策

北
野
、
大
原
、
上
福
岡

一
丁
目
地
域
で
ゾ
ー
ン
30

が
実
施
さ
れ
た
が
、
な
か
な

か
効
果
が
表
れ
て
い
な
い
。

特
に
川
越
市
境
の
道
路
に

つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
規
制

を
実
施
す
る
た
め
、
標
識
の

増
設
や
取
締
り
の
強
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。

東
入
間
警
察
署
に
30
キ

ロ
速
度
規
制
標
識
の
増
設

を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
白

バ
イ
の
駐
留
警
戒
を
行
う

こ
と
で
協
議
し
た
。

自
転
車
事
故
対
策

自
転
車
事
故
の
対
策
に

つ
い
て
は
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
交
通
事
故
現
場
を
再
現

し
危
険
行
為
を
未
然
に
防
ぐ

﹁
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト

手
話
条
例
制
定
と
具
体

的
施
策
は

聴
覚
障
が
い
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
バ
リ
ア
を

解
消
す
る
た
め
、
手
話
言
語

条
例
の
制
定
、
手
話
講
習
会

の
拡
充
、
専
任
手
話
通
訳
士

の
複
数
化
な
ど
環
境
整
備
を
。

条
例
化
は
、
地
域
自
立

支
援
協
議
会
な
ど
の
意
見
を

聞
き
、
研
究
し
た
い
。
講
習

会
は
よ
り
よ
い
実
施
方
法
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
他
市
に

先
駆
け
た
正
規
職
員
に
よ
る

専
任
手
話
通
訳
士
に
つ
い
て

は
、
当
面
現
体
制
で
い
く
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
へ
の
準
備

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
の
施
行
を
平
成
27
年
4
月

に
控
え
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

準
備
し
対
応
し
て
い
く
の
か
。

同
法
は
、
相
談
支
援
、

住
宅
確
保
支
援
、
就
労
・
学

習
支
援
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
が
他
分

野
に
わ
た
る
の
で
、
関
係
部
署

で
の
調
整
と
と
も
に
全
庁
的
な

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
支
援

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
を
強
化
し
、

高
齢
者
の
就
労
機
会
の
拡
大

を
図
る
べ
き
で
は
。

広
報
紙
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
提

供
を
行
い
、
就
業
の
場
の
拡

大
な
ど
の
支
援
に
努
め
て
い

く
。

高
齢
者
の
就
労
支
援
と

生
き
が
い
づ
く
り
の
場
所

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
必
要
な
組
織
と

考
え
る
が
、
今
後
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
。

引
き
続
き
財
政
支
援
や

公
的
業
務
の
安
定
的
発
注
を

行
う
。
ま
た
、
就
業
場
所
の

開
拓
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
可
能
か
検
討
す

る
。

高
齢
者
や
低
所
得
者
の

住
宅
確
保

特
定
目
的
借
り
上
げ
公

共
住
宅
の
借
り
上
げ
期
限

が
平
成
29
年
度
だ
が
、
そ
の

後
の
契
約
の
見
通
し
は
。

期
限
終
了
時
に
再
契
約

で
き
る
よ
う
に
、
平
成
25
年

９
月
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と

確
約
を
取
り
交
わ
し
た
。

低
所
得
の
若
者
や
子
育

て
世
帯
に
、
家
賃
補
助
制
度

の
新
設
が
で
き
な
い
か
。

考
え
て
い
な
い
。

成
年
後
見
制
度
の
　

ニ
ー
ズ
な
ど
は

高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
、
成
年
後
見
制
度
の
ニ
ー

ズ
、
及
び
市
民
後
見
人
育
成

の
必
要
数
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

厚
労
省
の
モ
デ
ル
で
推

計
す
る
と
、
認
知
症
高
齢
者
、

障
が
い
者
あ
わ
せ
て
４
７
０

ら
上
福
岡
浄
水
場
ま
で
の

歩
道
整
備
の
見
通
し
は
。

地
権
者
の
意
向
を
踏
ま

え
、
市
の
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。江

川
緑
道
改
修
促
進

三
か
年
実
施
計
画
に
江

川
緑
道
維
持
管
理
計
画
を

盛
り
込
む
考
え
は
。
ま
た
、

市
道
と
交
差
す
る
危
険
箇

所
の
交
通
安
全
対
策
を
。

整
備
手
法
に
つ
い
て
研

究
し
、
盛
り
込
み
た
い
。
危

険
部
分
は
対
応
し
た
い
。

地
域
公
共
交
通
の
　
　

次
の
ス
テ
ッ
プ
は

充
実
し
た
地
域
公
共
交

通
の
政
策
実
現
の
た
め
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
何
を

す
べ
き
か
。

必
要
に
応
じ
、
市
民
か

ら
の
意
見
聴
取
の
機
会
、
ま

た
、
関
係
者
間
や
専
門
家
な

ど
を
交
え
た
協
議
の
場
を

設
定
し
て
い
く
。

スケアードストレイト教育技法の講習


